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町制施行５０周年記念

10
月
７
日
（
日
）、
町
制
施
行
50
周
年
記
念　

第
53
回
町
民
体
育
祭
が
秋
晴
れ
の
も
と
、

「
う
る
お
い
と
活
力
に
満
ち
た
未
来
へ
は
ば
た
く
伊
仙
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
伊
仙
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
17
号
の
復
旧
作
業
が
急
が
れ
る
中
で
の
開
催

で
し
た
が
、「
こ
う
い
う
時
こ
そ
、
町
民
全
員
で
励
ま
し
合
い
、
復
旧
に
向
け
て
の
意
識

を
高
め
て
い
こ
う
」
と
大
会
会
長
で
あ
る
大
久
保
町
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
面
縄
校
区
が
優
勝
し
、
２
種
目
で
新
記
録
が
出
ま
し
た
。

町民体育祭成績
　優　　　勝：面縄校区　　準優勝：喜念校区　　第３位：犬田布校区
　大会新記録：青年男子 1,500 ｍ走　４分４７秒６５　吉鶴　正樹　喜念校区
　　　　　　　中学生対抗リレー	 ５４秒０１　面縄校区

平成24年11月（301） （2）



ネ パール国際交流ｉｎ徳之島
平成24年11月（301）（3）



い つまでもお元気で！　新１００歳の仲間入り
９月１７日（月）敬老の日に、今年度新 100 歳になられた５名の方へ内閣総理大臣からの祝状と記念

品の伝達が行われました。写真を撮りに伺うと、元気に笑顔でお話ししてくださいました。本町では今年
度１００歳以上になる方が２３名いらっしゃいます。「長寿世界一の町 伊仙町」いつまでもお元気で、ま
だまだ長生きされてください。

平成２０年８月２日にオープンしたほーらい館が開館から
４年と５１日が経った９月２１日（金）に記念すべき利用者
５０万人を迎えました。

その記念すべき５０万人目は、本町犬田布に在住の田中福徳
さん（元樟南第二高校校長：６８歳）。記念セレモニーで田中さ
んは、『受付で「おめでとうございます。」と言われビックリし
ました。ほーらい館はスタッフの教育が徹底されており、あい
さつや目配り気配りが良く、特に高齢者に対して丁寧に接して
いる姿は見ていて気持ちがいい。教え子もいるので、楽しく利
用しています。今後も健康のために毎日通いたいですし、すば
らしい施設なので私も一人でも多くの方に利用してもらえるよ
う町民に呼びかけるなど支えていきたいです。』とお礼を述べら
れました。

９月１３日（木）に町総合グラウンドにて、町制施行５０周年記念町高齢者スポーツ大会が開催されまし
た。３年ぶりの開催となりましたが、秋晴れの日差しの強さにも負けず、全力で競技に参加されていました。
結果は西部地区が優勝、二位が中部地区、三位が東部地区でした。

山本　ふみ さん 東　キヨ さん 牧田　まつ さん 木場　マツさん 壽　福茂 さん

ま だまだ元気！　高齢者スポーツ大会

ほ ーらい館入館５０万人突破

平成24年11月（301） （4）



い つまでも仲睦まじく～伊仙町合同金婚式～

第 １回樺山工業旗グラウンド・ゴルフ大会

伊仙町商工会より、町内児童・生徒の青少年健全育
成に役立てて頂きたいと、各学校へ商品券が贈られま
した。

教育長室で行われた贈呈式には商工会より関係者が
訪れ、茂岡教育長に目録を手渡しました。教育長は「今
後も、地域の皆さんに愛され支えて頂ける学校づくり
を目指し、大切に使わせていただきます。」とお礼の
言葉を述べました。

８月１８日（土）ほーらい館にお
いて、合同金婚式が開催されました。

該当者２２組と多くの参加者のも
と盛大に祝賀会を行いました。余興
では、阿三島唄踊り同好会による御
前風を皮切りに、阿権小学校５・６
年生による島口劇で子ども達が会場
の皆さんを笑いの渦に導いていまし
た。

次のダイヤモンド婚に向けて、こ
れからも仲良くお元気にお過ごし下
さい。

９月２１日（金）町総合グラウンドにおいて、第 1 回樺山工業旗グラウンド・ゴルフ大会が開催されました。
開会式では樺山工業 ( 株 ) より優勝旗寄贈が行われ、その後、２６チーム１５６名が団体戦と個人戦を競いま
した。
【結　果】　団体優勝　悠々検福Ａチーム　準優勝　愛好会２組　第３位　絆クラブＢチーム

個人男子　優勝　澤　武治（悠々クラブ）　女子個人優勝　富本　よし子（絆クラブ）敬称略

子 ども達の健全育成に役立てて　～商工会から商品券贈呈～

平成24年11月（301）（5）



日本を美しくする会徳之島支部徳之島掃除に学ぶ会主催による、泉芳朗記念館及び義名山公園トイレの清掃
活動が行われました。当日は会員に加え、伊仙剣道ＳＰの子ども達及び一般有志ら約４０名が参加し、トイレ
掃除に汗を流しました。

はじめに、掃除の仕方や掃除用具の使用方法の説明を受け、普段のトイレ掃除では目に見えない場所や小便
器の蓋などを直接手で２時間かけ磨きました。閉会式で子ども達は「直接手で掃除するので初めは嫌だったけ
ど、どんどんキレイになっていくのを見ると頑張れました。これからはトイレを使う際は汚さないように心掛
けたいです。」と頼もしい感想を発表してくれました。

東日本大震災から 1 年余りが過ぎたものの、未だに多くの方々
が避難生活を強いられる中、被災者の願いは被災地のことを忘
れないでほしいということだそうです。徳之島でも支援できる
ことはないかと話し合い、昨年ボランティアとして石巻市に入っ
た伊仙町職員の繋がりもあり、徳之島 3 町の職員組合が中心と
なって夏休み８／１７～／２１に石巻の子ども達とご家族（２
家族５名）を招待して、思いっきり遊んでもらおう、というこ
とになりました。伊仙町では民泊「幸ちゃん家」にて島の空気

を感じ取って頂き、翌日には東伊仙子ども会と追い込み漁やバーベーキューで交流を深めました。
改めて当時の様子や現在の生活の話を聞くと、今後も子ども達や大人も交流を深め、被災地のことを思い、

同じ日本人・人間として少しでもできることをしていこうと考えさせられた５日間でした。

１０月１７日（水）教育長室において、町連合青年
団から町スポーツ少年団に寄附金が贈られました。

これは、町連合青年団が行った県知事選挙看板設営
活動の収益のうち１０万円を青少年の健全育成のため
にと贈られたものです。スポーツ少年団本部長　盛本
克彦さんは、「未来の伊仙町青年団員となる児童・生徒
の健全育成をスポーツを通して推進し、青年団へ感謝
する気持ちを持たせ、有意義に活用したい。」とお礼を
述べられました。活発な活動を展開している本町連合
青年団。次は、『クリスマスサンタ大作戦』（１２Ｐ参照）

など、子ども達のために様々な楽しい企画を計画しているそうです。

石 巻から子ども達がやってきた

連 合青年団からスポーツ少年団に寄附金

ワ イドワイドからできることを～八重竿集落の自治活動～ ふ るさとも心も美しく　～トイレ掃除に学ぶ～

平成24年11月（301） （6）



イ ッサンサン（むちたぼれ）
９月２０日（木）、犬田布集落や木之香集落にお

いてイッサンサン（むちたぼれ）が行われました。
夕方になると天気がぐずつき、１時間ほど雨が降り
ましたが、子ども達は唄や踊りをしながら数十件
の家々を回ることができました。今年も多くのカ
シャムチやお菓子をもらうことができ、「もっと回
りたーい」という声は、大人に頼もしく映りました。

その後も青年団をはじめ大人たちもイッサン
ボーを担いで家々を回り、童心に返ったようには
しゃぐと夜はあっという間に更けていきました。例
年１１月頃には東部地区でもむちたぼれが行われ

ているので、一人でも多くの方が島の伝統文化に触れられることを願っています。

ワ イドワイドからできることを～八重竿集落の自治活動～

１０月１４日（日）八重竿集落でワイド広場完
成祝賀会が集落公民館で開催されました。

闘牛の手舞いの「ワイド」の掛け声、これは昔
この地区（八重竿）に徳之島で一番強い牛がいて、
大会で勝利した際、兄弟・親族・知人が勝利の喜
びとともに「ヤエゾ！ヤエゾ！」と掛け叫び、こ
れが訛ったのが始まりと言われています。

徳之島では島民の慰みの場として、闘牛大会や
様々な行事を方言で「慰み（なくさみ）」と言います。
この度、八重竿集落の皆さんが、自分たちででき
る島の慰みの場所を作ろうと、ワイド広場の創設
となりました。闘牛のモニュメントに休息できる
コーラルのテーブル＆椅子。今後は、ゲートボー

ルなどができる憩いの場整備を行政の力に頼らず、集落の力で行っていきたいとのことです。皆さんも八重竿
のおいしい水と空気、そこに暮らす温かい人との触れ合いから慰みを満喫してはいかかでしょうか。

草木で荒れていた伊仙の風景 集落あげての完成祝賀会

「ワイド発祥の地及び徳之島希少動植物案内看板

整備されたワイド広場

平成24年11月（301）（7）



伊仙町町制施行 50 周年記念事業

第36回伊仙町産業祭～食農祭～
場　所：ほーらい館　　　開催日：平成 24 年 11 月 23 日

ほーらい館「癒てぃなホール」
　９：００～１０：００　優良農家並びに夢ある農業絵画表彰
１０：００～１２：００　記念講演

				    　演題「まぁざくの成分研究と予防医療応用」
				    　講師：前田　和久先生
					     　大阪大学大学院生体機能補完医学講座　准教授
				    　記念講演
				    　演題「徳之島における薬用作物栽培の可能性」
				    　講師：屋　宏典先生（伊仙町小島出身）
					     　琉球大学熱帯生物圏研究センター　教授

１３：００～１５：００　ご長寿のど自慢大会（75 才以上）＆砂川絵理歌ショー

ほーらい館「交流広場」
楽しいイベント：１１：００～１５：００

	 ○ きびコンテスト・パン食い競争・綱引き（総体重：800 キログラム）
	 ○ 三輪車レース（3 人 1 組）・にわとりつかみとり（100 羽）

※イベントとご長寿のど自慢大会への参加希望者は伊仙町経済課 (86 － 3111) まで申込み下さい。

主催：伊仙町　　　共催：JA あまみ徳之島事業本部・南西糖業 ( 株 )
後援：伊仙町商工会・伊仙町４H クラブ・直売所 百菜

農地の売買、贈与、賃借等の許可（農地法第３条）
農地の売買、贈与、賃借などには農地法第３条に基づく農業委員会の許可が必要で
す。詳しくは農業委員会にお問い合わせください。

＊農地法第３条の主な許可基準
　・申請者又は世帯員等が農作業に常時従事すること
　・今回の申請農地を含め、耕作する農地の合計面積が下限面積以上であること
　・伊仙町農業委員会では、管内の下限面積を次のように定めています。

地　　　域 下　限　面　積
町　内　全　域 ５０a(５，０００㎡）

＊農地法第３条許可事務の流れ
　・伊仙町農業委員会では、申請書の受付から許可書の交付までの事務の標準処理期間を　
　　３０日と定め、迅速な許可事務に努めております。
　・各申請書の受付は毎月１０日まで（土日場合は前後します。）
　・なお、ご相談から許可申請・許可書交付までの流れは以下のとおりです。

申請書の提出・受付 申請内容の審査
農業委員会総会

許可書の交付

（相続登記された方は農業委員会に届け出をおねがいします。）
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・ご利用いただける方 

 

・お申込みから納めていただくまでの手順 

 

 

・後納制度を詳しく知りたい！ 

 

過去１０年以内に国民年金保険料の納め忘れの期間のある方は、お申込みにより、平成 

２４年１０月から平成２７年９月までの３年間に限り、国民年金保険料を納めることができ 

る期間が過去２年から１０年に延長（「後納制度」といいます）されます。 

 

 

 

 

※老齢基礎年金を受給している方はお申込みできません。 

 

年
金
事
務
所 

① 

② 

④  

 

③ 

①申込書の送付依頼（日本年金機構ＨＰからも取得できます）。 

②年金事務所から申込書が送付されます。 

③申込書に必要事項を記入のうえ、年金事務所に提出します。 
・年金加入期間の確認のため戸籍謄本等が必要な場合があります。 
 

④年金事務所において申込書の審査・承認などを行います。 
・承認通知書、納付書、リーフレットを送付。 
 

⑤納付書により金融機関・コンビニ等で納めてください。 
  ・市区町村役場・年金事務所では納められません。 

お 

客 

様 

金
融
機
関
等 

⑤ 

① ２０歳以上６０歳未満の方 

１０年以内に納め忘れの期間（納付・免除以外）

や未加入期間をお持ちの方 

② ６０歳以上６５歳未満の方 

①の期間のほか任意加入中に納め

忘れの期間をお持ちの方 

③ ６５歳以上の方 

年金受給資格がなく任意加

入中の方など 

 
 ７８６，５００円 ※平成２４年度満額の年金額 

 
≒ １，６３８円(年額)増額 

された年金額が毎年支給されます。 

☞後納制度のメリット 
２年以上前の保険料を納めることにより、 

① 将来受け取る年金額が増額！ 

② 年金の受給資格が得られる可能性が 

あります！ 

１ヵ月分の後納保険料を納めることにより老齢基礎年金が増額される目安としては・・・ 

 

４８０ヵ月（４０年×１２ヵ月） 

 

丌足していた期間を納めることにより・・・ 

年金受給なし 年金受給可能 

※延長される１０年とは、納めようとする月前１０年以内の期間です。 

（例）平成１４年１０月の場合 → 平成２４年１０月末となります。 

 

国民年金保険料の納め忘れがある皆様へ 

 
年金制度が改正されました 

年金額アップ・年金の受給資格を得られます 

１人でも雇ったら、入ろう。労働保険
事業主の皆様へ
　１１月は「労働保険適用促進強化月間」です。労働保険（労災保険・雇用保険）は、労働者を１人でも雇用
していれば、パート雇用やアルバイト雇用であっても、原則として事業主は加入手続きを行わなければなりま
せん。「労災保険」は労働者が業務上の事由等による負傷・病気に見舞われた場合に必要な給付を行うもので
す。また、「雇用保険」は労働者が失業した場合等に必要な給付を行い雇用の安定を図るものです。労働者が
安心して働き続けられるよう、労働保険制度の趣旨をご理解いただき、加入手続きは早めに行いましょう。

「国の教育ローン」（日本政策金融公庫　国民生活事業）
高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。
【 ご 融 資 額 】学生・生徒１人あたり３００万円以内
【利　　　率】年２．２６％（固定金利、平成２４年８月１０日現在）
【ご返済期間】１５年以内（交通遺児家庭または母子家庭の方については１８年以内）
【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）

詳しくは教育ローンコールセンター（０５７０－００８６５６：ナビダイヤル）または、
鹿児島支店（０９９－２２４－１２４２）までお問い合わせください。

お問い合せは『国民年金保険料専用ダイヤル』へ

0570-011-050

平成24年11月（301）（9）



11月は不法投棄防止強化月間です。
・県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図る

　　ため、毎年 11 月を「不法投棄防止強化月間」
　　と定めています。

・期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄
　　防止パトロール等を強化しています。

・不法投棄は、重大な犯罪です。この機会に一人
　　ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見
　　つけたらすぐ電話を。」という意識を持ち、不  

   法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。	
・産業廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの地域振興局（支庁）保健福祉環境　

　　部または、県庁廃棄物・リサイクル対策課
電話０９９（２８６）３８１０（サンパイゼロ）まで御連絡ください。

emaiI:sanpai110@pref.kagoshima.Ig.jp

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
る
環
境
保
全

を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ

る
（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
員
が
事
前
に

ハ
ガ
キ
で
通
知
し
た
検
査
日
に
お
伺
い
し
、
現
場
で
の
検
査
と

浄
化
槽
の
放
流
水
を
採
水
し
持
ち
帰
っ
て
の
水
質
検
査
を
行
い
ま

す
。
（
地
元
の
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点
検
と
は
別
の
も
の

で
す
。
）

　

毎
年
一
回
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
の
検
査
は
、
十
一

人
槽
以
上
及
び
官
公
署
の
浄
化
槽
を
検
査
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
十
人
槽
以
下
の
家
庭
槽
も
検
査
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

　

検
査
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽(

設
置
年
度
ご
と
に
対
象
と
し
て
い

ま
す)

に
つ
い
て
は
事
前
に
指
定
検
査
機
関
か
ら
日
程
通
知
が
あ
り

ま
す
の
で
必
ず
受
検
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（公財）鹿児島県環境検査センター
℡　０９９－２９６－９０００

http://www.kagoshimakensa.or.jp
鹿児島県生活排水対策室

℡　０９９－２８６－３６８５
○保健所衛生・環境課

℡　０９９７－８２－２２７６
 　　　　○伊仙町環境課

℡　０９９７－８６－３１１１

浄
化
槽
法
定
検
査
（
法
第
十
一
条
）
受
検
の
お
願
い

査定料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査 4,000円 6,000円

検査手数料

お問い合わせ

先日、町内で工事車両による光ファイバーケーブルの被
害額１千万円を超える切断事故がありました。被害額はす
べて加害者負担となりますので、キビ運搬車や工事車両等
の事故が無いように注意をお願いします。

光ファイバーケーブル切断事故に注意しましょう。

切断！

平成24年11月（301） （10）



特
集
～
伊
仙
町
の
伝
統
文
化
～
第
三
回
「
石
敢
當
（
い
し
が
ん
と
う
）」

石
敢
當
（
い
し
が
ん
と
う
）
と
は

　中
国
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
Ｔ
字
路
や
四
差
路
は

百
鬼
の
横
行
す
る
場
所
と
考
え
ら
れ
、
魔
除
け
な
ど
と

し
て
の
石
敢
當
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
確
証
は
な
く
、

中
国
の
唐
時
代
に
作
ら
れ
た
「
石
敢
當
」
の
石
碑
が
見

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
は
八
世
紀

後
半
に
、
石
敢
當
を
立
て
る
風
習
が
広
が
り
、
福
建
省

を
経
て
、
琉
球
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
伝
来
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
全
国
に
あ
る
石
敢
當

　石
敢
當
と
い
え
ば
、
沖
縄
の
お
土
産
と
し
て
近
年
よ

く
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
じ
つ
は
日
本
全
国
に
分
布
し

て
い
ま
す
。
小
玉
正
任
著
の
「
民
俗
信
仰

　日
本
の
石

敢
當
」
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
四
月
の
段
階
で
全
国

二
十
九
都
道
府
県
で
石
敢
當
の
分
布
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
っ
と
も
多
い
の
は
沖
縄
県
で
、
こ
れ
に
次
ぐ

の
が
奄
美
群
島
を
含
め
て
鹿
児
島
県
に
千
余
基
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
次
い
で
宮
崎
県
の
九
十
四
基
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
次
に
多
い
県
が
秋
田
の
三
十
八
基
、
徳
島

県
の
十
三
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
現
在
で
も

増
減
は
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
数
は
変
化
し

て
い
る
で
し
ょ
う
。

伊仙町にある石敢當

喜念　「石當散」

植木鉢が置かれていた。

上面縄　「散石當」

三差路の突き当たりに

あった。

上面縄　「石散當」

ブロックの表面には文字

が書かれている。

　

探してみよう！！

東面縄　「石散當」

石垣を作りかえる時に埋

め込まれた。

　

伊仙　「石敢當」

近年はこのような既製品を

使用するケースもみられる。

伊仙　「石當散」

コンクリートで作ったもの。

伊
仙
町
に
あ
る
石
敢
當

　現
在
、
伊
仙
町
に
お
い
て
石
敢
當
の
把
握
調
査
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
途
中
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
見
て
み
る
と
、
表
記
も
「
石
當
散
」「
散
石
當
」

な
ど
様
々
で
Ｔ
字
路
以
外
に
も
置
い
て
い
た
り
と
、
意
味

が
あ
い
ま
い
で
、
形
だ
け
が
伝
わ
っ
て
い
る
傾
向
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
材
質
な
ど
も
石
灰
岩
で
つ
く
ら
れ

た
も
の
や
、
山
川
石
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
、
近
年
で
は
御

影
石
で
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
突
き
当
た
り
に

あ
た
る
家
の
住
人
や
近
所
の
方
々
が
設
置
し
た
例
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
や
形

の
も
の
が
伊
仙
町
全
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

　み
な
さ
ま
も
ぜ
ひ
近
所
に
あ
る
石
敢
當
を
探
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
問
い
合
わ
せ

伊
仙
町
歴
史
民
俗
資
料
館

電
話
：
〇
九
九
七-

八
六-

四
一
八
三

そ
の
①

次
号
に

つ
づ
く

平成24年11月（301）（11）



　

わが町のアイドル

	

出
生
児	

保
護
者	

集
落
名

新
山　

大た
い
せ
い成　
　

竜
士　
　
　

伊
仙

四
本　

奈な

つ

み
津
美　

浩
一　
　
　

東
面
縄

田
中　

和わ

く空　
　

勝
也　
　
　

目
手
久

宮
永　

恋れ
ん
じ
ゅ珠　
　

次
人　
　
　

佐
弁

田
中　

風ふ
う
が雅　
　

雅
人　
　
　

中
伊
仙

大
山　

心し
ん
き輝　
　

太
介　
　
　

阿
三

前
田　

一い
く
と翔　
　

真
吾　
　
　

面
縄

元
岡　

真ま

き

や
希
也　

裕
太　
　
　

喜
念

友
良　

大だ
い
じ
ゅ寿　
　

賢
士　
　
　

東
面
縄

戸
籍
の
窓

○
西
犬
田
布　

福
宮　

正
弘
さ
ん　
　
（
亡
福
宮
ス
ミ
エ
さ
ん
）　

よ
り
金
一
封

○
木
之
香　
　

圓
若　

ふ
み
さ
ん　
　
（
亡
圓
若　

徳
健
さ
ん
）　

よ
り
金
一
封

○
東
面
縄　
　

永
治　

光
代
さ
ん　
　
（
亡
永
治　

弘
照
さ
ん
）　

よ
り
金
一
封

○
西
伊
仙
東　

盛
田　

與
一
さ
ん　
　
（
亡
盛
田　

ヤ
ス
さ
ん
）　

よ
り
金
一
封　

○
西
伊
仙
西　

宮
島　

尚
子
さ
ん　
　
（
亡
宮
島
山
時
良
さ
ん
）　

よ
り
金
一
封

人口の動き（平成 24 年　9 月 30 日現在）

総人口＝ 7,152
　男　＝ 3,564
　女　＝ 3,588
世　帯＝ 3,587

出 生 ＝ 　 6
死　 亡 ＝　　6
転 　 入 ＝ 　1 3
転　 出 ＝　　19

淀
川　

和
弘　
　

伊　

仙

中
熊　

小
百
合　

阿　

三

重
田　

力
男　
　

伊　

仙

濵
田　

加
代
子　

伊　

仙

森　　玲太（もり　れいた）

１歳１０カ月
わんぱくだけど無邪気な玲太も
もうすぐ２歳。このまますくす
く育って、みんなに笑顔を見せ
てね。！

久保　開誠（くぼ　かいせい）

１歳１１カ月
元気でニコニコ笑顔の開誠。開
誠の笑顔にみんな癒されてるよ。
おじいちゃん譲りの元気でたく
ましく育ってね。

森　　稀愛（もり　きあら）

１歳２カ月
5 人兄妹の末っ子でお兄ちゃんお
姉ちゃんの事がとっても大好きな稀
愛。笑顔を忘れずにいつまでもずー
と仲良し兄妹でいてね☆

子宝日本一の町

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
略
称
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
略
称
）

香
典
返
し　
　

※ 

社
会
福
祉
協
議
会
受
付

※
広
報
誌
２
０
１
２
年
９
月
号
の
香
典
返
し
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
，
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
致
し
ま
す
。

					







社
会
福
祉
協
議
会

（
正
）
寄
附
者
名
（
喪
主
名
）　
直 

キ
ヨ
さ
ん

      
故
人
名
　
　
　
　
　
　   

直 

直
二
さ
ん

      
集
落
名
　
　
　
　
　
　  

喜       

念

聖なる夜、伊仙町連合青年団が子供たちにプレゼントをお届けします！
日時：平成２４年１２月２５日　午後７時～
内容：サンタにふん（変装）した青年団が各家庭にプレゼントを届けます。
　　　※事前に保護者の方からプレゼントを預かります。
対象者：東部・中部・西部の各５家庭（応募多数の場合は抽選とさせていただきます。）

申込・問い合わせ　０９９７－８６－４６５３
伊仙町社会教育課　（元岡・南）

  クリスマスサンタ☆大作戦


